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全国漆

(舘 )

{漆の定義}

離 の翻

(1) ウ ルシ科ウルシ属植物の樹皮に傷を付けた時、油中水滴形のエマルジョンで分泌する欄液で、常温で能燥硬化

するものをいう。

(2) そ の効 ビ約鋪駐勤ミヽ カテヨ‐ルの3の位置にC15、 もしくはC17、 または4の位置にC17の 直鎖アルケ島乾騎聞報 たヽ

もので、他に水分、水溶性多簿類 (ゴム回 、鵜汐ンパク 的 掛かヽ及び少量のラッカーゼで構成されているものをいう。

(3) そ の乾燥機構が焼き付けなどの人為的なものを除いて、常温のもとで初期におい■酵素ラッカーゼの働きにより乾燥

するものをいう。

競 帥 抑

荒陳漆 ・・・・漆液の定義にしたがしヽ 樹木から採つた状態のままの樹液をいう。

漉上げ生漆 ・・荒凍漆から樹皮やごみなどの来雑物を取り除いたものをいう。

伸謹描漆互羽薪まと売碧動

(1)透 無前精製漆  荒 床もしく,MLl競 原料として飲 脱水、濾過したものをいう。

(2)の  荒 床もしく,MLげ 笙奈を原科として、例えば鉄などの着色剤を加えて着色し、分散(脱 水、濾過したものをいう。

(3)透 有油精輿漆  荒 床もしくlMLげ 生漆に、天然の乾性油などや天然の乾性油に天然のロジンなどの混合物を約 rkサ梯撫 月勝K

渡過したものをいう。

(4) 黒 有油精製漆  荒 床もしくは濾上げ鎗漆に、例えば鉄などの着色剤を加えて着色し、天然の乾性油などや天然の乾性油に天然の

ロジンなどの混合物密穂颯 サ梯撫 脱水濾過したものをいう。

(5) 梨 子地漆   (1)及 び K31に着色剤として天然のガンボージ (藤黄)を 加えて、分散(脱 水、濾過したものをいう。

1.本 品は       棚 除外品である。但し、顔料と練つた場合 (通称 畷磁謝 ヤよ 力阿輔!となるのく

顔料の安全デ上夕_シ _卜 を取ること。

2.的 晩 但し、体質により劇割こ付着した廟 ギれる姉 ミある。

1.保 存は高温多湿を避け、冷暗所での風通し良いところに保存すること。また、帥 も母〕サて置かなし、

2. 使 用前は、底から良く帥 上使用のこと。

3.乾 燥にあたつては、焼付けや戸外密除き雰囲気条件は下記 (低温時高湿、高剛朝餞弱 が望ましし、

4.生 漆については6ヶ月以上 精製漆については1年以上放置されたものについて,よ 碑 大幅に落ちている可能性があるので、

できるだけ新しい漆と廊 使うこと。

5.耐 候性がよくないので、紫外撤館 されるところに塗る場合は不適切であることを胸頼先に充分説明のこと。

6.乾 燥時、熱を発生するので、特に漆を濾した濾紙や拭漆の拭き取つた布や紙などは乾燥するまで丸めたり固めて置かないこと。

温度が雰℃以上、湿度が800/0以上になった場合、自然発火する可能性が高くなるが、低温低湿でも国めておいたり

密閉しておくと自然発火することがある。万一、火災が発生じ倒易釣よ 消火に際して,よ 油用の消火器で消火すること。

力荘普研じ守する堰

1.漆 か皮膚に付着した場合,ま ただちにサラダ油などでよく拭き取ること。

2. 目 に入つた場合はただちに水でよく洗浄し、専門医に診てもらうこと。

3.漆 に触れる前からかゆみ力感じる人は、ただちに使用を止めること。

4.力 瑠挽がひどくなる前に、専門医に相談すること。

* こ の書類は漆校に関する製品情報であり、保証するものではありません。

また、通常もしくは従来の使用方法を前提としていま曳


